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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　左心房が異常隔壁により二分された心奇形を一般に

三心房心（CT）といい，本邦報告例は40余罪である．

文献的に本症外科治療の予後不良因子は，診断の誤り

と，総肺静脈還流異常症（TAPVC）との混同による隔

壁の過剰切除であり，隔壁切除が主体の本症と，広い

吻合が主体のTAPVCは明確に区別されるべきであ

る．しかし，従来の代表的轡型分類は剖検に基づく形

態分類であるため，TAPVCや生存不能例がCTとし

て含まれ，一方，臨床的に心房中隔欠損（ASD）と異

常隔壁の相互位置関係を完全には表記し得ない．本論

文の目的は，従来若干混乱のみられるCTの臨床病期

と外科治療の再構築である．

　方法

　副腔と固有左房間の隔壁に交通孔が存在することを

CT診断の条件とし，血行動態的にCTやTAPVCか
ら分離した．その上で，1974年から17年間の手術自験

21例を対象とし，「発生学的および外科学的見地から検

討した．

　結果

　臨床的に本症症例が三型と重複，欠損なく対応する

よう，ASDのないCTを1型，副二一右回問の高位

ASD例をIIa型，右房一固有左房間の低位ASD例を

Ilb型，丁半と固有左房がともに右房と交通する例を

IIC型と分類した．

　また，通常心における本症は定型的CT，左右心房形

態の不明瞭なisolnerism例における本症は非定型的

CTと区別した．定型的CTは，1型7，IIa　4，IIb　2，

Ilc　1例の計14例．一方，非定型的CTは7例中5例が

Ilc型で，全例に左上大静脈遺残（PLSVC）を認めた．

1型での交通孔開口面積は肺動脈圧と負の相関を示

し，50mm2以下では幼児期までに高度肺静脈閉塞症状

を呈し，緊急隔壁切除を要した．

　考察

　発生過程において総肺静脈が開口不十分のまま原始

左房を伴って中隔方向に進み一次中隔と癒合し隔壁に

なると考えると，1，Ila，　Ilb型の説明はしゃすく，大

きなLSVC発生過程で原始左房を後方から圧迫して

隔壁ができると考えると非定型例がよく説明される．

全体としての本症の発生には複数の異常機転が関与し

ている可能性が高い．外科的には，Ila，　Ilc型では右房

到達を選ぶ一方，1，IIb型例では，総肺静脈由来の副腔

は心房収縮にも刺激伝導にも関与しないため，不要な

心房中隔切開を避け副腔到達を可及的に選択すべきで

ある．

　結論

　三心房心の臨床病型と外科治療の再構築を行った．
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論　文　審　査　の　要　旨

　左心房が異常隔壁により二分された心奇形を三心房心とよび，本邦報告例は40余例に過ぎない稀な心奇形で

ある．従来本症にはLucas－Schlnidt分類が一般的に使用されていたが，剖検例に基づく形態分類であるため，

総肺静脈還流異常症（TAPVC）や，生存不能例が三心房心として包括されていた．本症の外科治療の予後不

良因子は，診断の誤りと，TAPVCとの混同による隔壁の過剰切除であり，隔壁切除が主体の本症と，広い吻

合が必要なTAPVCとは明確に区別されるべきである．本論文は副腔と固有左房間の隔壁に交通孔が存在す

ることを三心房心の診断の条件とすることで，本症とTAPVCを明確に分離し，さらに通常心の本症を定型的

三心房心，心房形態の不明瞭なisomerism　heartにおける本症を非定型的と分類することにより，外科治療の

再構築を試みたもので，学術的，臨床的に価値あるものと認める．
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